
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 17 - 2 - 18

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費 28,214（千円）

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 消防水利施設整備

＜概要＞
蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業に伴い、防災に配慮した市街地を形成するため消防水利施設の整備を行う。

＜事業費＞
全体工事費 28,214千円（H28～H31）

合計設置基数
・消火栓設置 N=51基 23,797 千円 ・消火栓標識設置 N=51基 4,417 千円 N=102基

平成28年度 N=14基 4,195 千円
平成30年度 N= 8基 4,052 千円
平成31年度 N=29基 15,550 千円 平成31年度 N=51基 4,417 千円 N=51基

平成28年度 使途協議済額 9,603 千円

平成30年度 使途協議済額 8,534 千円

平成31年度 使途協議予定額 10,077  千円（全体増額分含：8,748千円）

実績に基づく消火栓の設置工事費及び消火栓及び標識の設置基数の見直し、計上経費の精査により、全体事業費を19,466

千円から28,214千円に増額。

＜基幹事業＞
・D-17 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業

津波により甚大な被害を受けた蒲生北部地区の復興にあたり、被災前の住宅と業務系建物が混在する土地利用から、業
務系土地利用への転換が必要となることから、土地区画整理事業により、業務系土地利用にふさわしい都市基盤の再整備
と土地の整理集約を図るもの。

＜基幹事業との関連性＞

本事業は、土地区画整理事業に併せ、防災に配慮した市街地形成を図るため、消防水利施設の整備を行う。

＜今後のスケジュール＞
・H27.3-4: 仮換地案地権者説明
・H27.4.1: H27包括業務委託契約締結
・H27.  8: 仮換地指定及び工事着手
・H29. 1：造成箇所の一部について使用収益開始

土地区画整理事業施行地区

仙台市蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 設計図

消防水利施設整備範囲（地区全体）



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 17 - 2 - 28

全体事業費 110,110（千円）

(1)市街地整備コーディネート事業

蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業に係る事業運営支援業務（H31)

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

＜概要＞
蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業は、民間事業者の創意工夫を活かした効率的･効果的な事

業実施を図るため、市が直接実施すべき事項（意思決定･法手続、合意形成、補償等の契約行為等）を
除く調査設計･工事、事業施行運営の補助などの業務を一括して民間事業者に委託する「包括委託方式
（＝（公財）区画整理促進機構が作成したガイドラインによる）」により実施することとしており、こ
のうち事業施行運営にかかる（１）～（２）の業務を行うもの。

（１）区画整理事業管理業務 （101,133千円）
土地区画整理事業全体の管理･運営にかかる業務を行う。

【事業全体の包括的管理】常駐する統括管理責任者とスタッフによる事業にかかる各種業務間の調整と
事業全体の包括的管理

【事業費管理補助】次年度実施箇所取りまとめ資料作成、予算関係資料作成補助等
【土地区画整理審議会運営補助】資料作成、会議運営補助、議事録作成等、審議会選挙補助
【評価員会運営補助】資料作成、会議運営補助、議事録作成等
【76条許可事務補助】事前相談、申請受付、現地確認、許可書作成等
【権利者向け広報誌作成】紙面案作成、名簿管理、印刷封入等

【76条許可建築物等の完了検査】申請内容確認、完了検査

【管理用地使用承認の完了検査】使用完了後の確認

【宅地引渡し立会補助】引渡事前準備(清掃・草刈等)、概要説明図作成、立会補助等

【直接施行に伴う補助】実施要領・行動計画書作成、実施時の補助業務等
○事業費（委託費）（３１年度）
・事業全体の包括的管理 通年 59,960千円
・事業費管理補助 1回 1,103千円
・土地区画整理審議会選挙・運営補助 3回 2,557千円
・評価員会運営補助 4回 2,661千円
・76条許可事務補助 30件 2,272千円
・権利者向け広報誌作成 12回 3,602千円
・76条許可建築物等の完了検査 59件 5,038千円
・管理用地使用承認の完了検査 14件 573千円
・宅地引渡し立会補助 68件 8,367千円
・直接施行に伴う補助 1式 15,000千円

（２）工事業務 （3,940千円）
【次年度工事発注図書作成補助】次年度の工事発注に必要な数量算出及び図面作成を行う。
【各占用物移設新設計画図作成】道路占用物の移設新設の計画図作成を行う。
○事業費（委託費）（３１年度）
・次年度工事発注図書作成補助 １回 2,555千円
・各占用物移設新設計画図作成 １回 1,385千円

＜事業費＞

委託費（３１年度）

・110,110千円（事務所費用として直接経費に積上計上する5,037千円を含む。）



※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

＜基幹事業＞
・D-17 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業
津波により甚大な被害を受けた蒲生北部地区の復興にあたり、被災前の住宅と業務系建物が混在する

土地利用から、業務系土地利用への転換が必要となることから、土地区画整理事業により、業務系土地
利用にふさわしい都市基盤の再整備と土地の整理集約を図るもの。

＜基幹事業との関連性＞
・通常施行者である市が直接行っている作業の一部を委託することにより、基幹事業を含めた蒲生
北部被災市街地復興土地区画整理事業全体の事業運営の効率化を図るものである。

＜今後のスケジュール＞

・H27.3-4: 仮換地案地権者説明説明

・H27.4.1: H27包括業務委託契約締結

・H27.  8: 仮換地指定及び工事着手

・H29. 1：造成箇所の一部について使用収益開始

＜参考＞

・平成２６年度事業費 31,544千円 （★D17-2-5で配分済み）

・平成２７年度事業費 77,350千円 （★D17-2-9で配分済み）

・平成２８年度事業費 77,189千円 （★D17-2-14で配分済み）

・平成２９年度事業費 76,965千円 （★D17-2-20で配分済み）

・平成３０年度事業費 77,184千円 （★D17-2-24で配分済み）

仙台市蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 設計図

事業運営支援業務範囲

（地区全体）

土地区画整理事業施行地区



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 17 - 2 - 29

全体事業費  126,098（千円）

(4)被災地復興のための土地利用計画策定促進事業

蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 測量調査設計業務（H31)

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

＜概要＞
蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業は、民間事業者の創意工夫を活かした効率的･効果的な事業実施を図るた
め、市が直接実施すべき事項（意思決定･法手続、合意形成、補償等の契約行為等）を除く調査設計･工事、事業施行運営
の補助などの業務を一括して民間事業者に委託する「包括委託方式（＝（公財）区画整理促進機構が作成したガイドライン
による）」により実施することとしており、仮換地指定・工事の準備作業として、以下（１）～（６）の調査設計業務を
実施する。

（１）換地関連業務 （32,523千円）
仮換地指定後の分割等による換地設計の変更作業及び仮換地の工事完成後に使用収益開始通知を行う。
また、平成32年度換地処分に向けた準備作業として換地計画書の検討を始め、各公共施設管理者との協議資料

作成や町界町名検討、清算金の単価検討等を行う。
○事業費（委託費）（３１年度）
・換地設計（変更） 2画地 227千円
・仮換地指定（変更） 2画地、使用収益開始通知書作成 60画地 2,281千円
・換地計画書 30,015千円

（２）測量業務 （81,022千円）
工事、仮換地使用収益開始の準備作業として，街区画地境界点杭の測設を行う。
また、換地計画に伴う出来形確認測量を行う。

○事業費（委託費）（３１年度）
・出来形確認測量 基準点172点、出来形面積54.3ha 60,603千円
・用地境界杭測設 N=330本（H31使用収益開始予定箇所分） 9,583千円
・用地境界仮杭測設 N=393本（H31工事予定箇所分） 6,811千円
・用地平面図作成 28.9ha 4,025千円

（３）土壌汚染調査（1,856千円）
土壌汚染対策法において、一定規模（3,000㎡）以上の土地の形質変更の際に法4条に基づく届け出が必要とさ

れており、蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業はこの対象となることから、履歴調査の結果、汚染のおそ
れのある箇所について土壌汚染調査を行う。
○事業費（委託費）（３１年度）
・土壌汚染調査費 N=1箇所 1,856千円

（４）実施設計変更業務（3,051千円）
事業計画変更に伴い生じる各種設計の変更作業を行う。
○事業費（委託費）（３１年度）
・実施設計（変更） 変更項目のみ 3,051千円

（５）工事工程管理調整（6,218千円）
事業のスケジュールの管理調整を行い、総合工程表の修正作業を行う。
○事業費（委託費）（３１年度）
・総合工程表修正 6,218千円

（６）環境調査（1,428千円）

重要植物の移植後のモニタリング調査を行う。

○事業費（委託費）（３１年度）

・重要植物等調査 1,428千円



※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

＜事業費＞
委託費（３１年度）
126,098千円

＜基幹事業＞
・D-17 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業
津波により甚大な被害を受けた蒲生北部地区の復興にあたり、被災前の住宅と業務系建物が混在する土地利

用から、業務系土地利用への転換が必要となることから、土地区画整理事業により、業務系土地利用にふさわ
しい都市基盤の再整備と土地の整理集約を図るもの。

＜基幹事業との関連性＞

本業務により作業を進めることにより、仮換地指定後速やかに基幹事業を含む工事の本格着手及び移転補償

への着手が可能となり、一部使用収益開始を視野に入れた事業の迅速かつ円滑な推進に資するものである。

＜今後のスケジュール＞
・H27.3-4: 仮換地案地権者説明説明
・H27.4.1: H27包括業務委託契約締結
・H27.  8: 仮換地指定及び工事着手
・H29. 1：造成箇所の一部について使用収益開始

＜参考＞
・平成２６年度事業費 221,242千円（★D17-2-6で配分済み）
・平成２７年度事業費 41,699千円（★D17-2-10で配分済み）
・平成２８年度事業費 21,429千円（★D17-2-14で配分済み）
・平成２９年度事業費 38,037千円（★D17-2-21で配分済み）
・平成３０年度事業費 96,098千円（★D17-2-25で配分済み）

測量調査設計範囲

（地区全体）

土地区画整理事業施行地区

仙台市蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 設計図



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 17 - 2 - 30

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費  835,956（千円）

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

(11)飲用水供給施設・排水施設整備事業

細要素事業名 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 上下水道等施設整備事業（H31）

＜概要＞
蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業に伴い新設又は位置･規模の変更が必要となる下水道施設の整備を行

う。

＜事業費＞
○工事費（31年度）835,956 千円

・汚水管新設（開削） L=2,037m 217,196  千円
・雨水管新設（開削） L=2,680m 618,760  千円

＜基幹事業＞
・D-17 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業

津波により甚大な被害を受けた蒲生北部地区の復興にあたり、被災前の住宅と業務系建物が混在する土地利用
から、業務系土地利用への転換が必要となることから、土地区画整理事業により、業務系土地利用にふさわしい
都市基盤の再整備と土地の整理集約を図るもの。

＜基幹事業との関連性＞

本事業により、供給処理施設の整備を行うことで仮換地の使用収益開始が可能となり、事業の迅速かつ円滑な

推進に資するものである。

＜参考＞

平成26年度 委託費 150,637千円（★D17-2-7で配分済み）

平成27年度 工事費 832,420千円（★D17-2-11で配分済み）

平成28年度 工事費 2,432,940千円（★D17-2-16で配分済み）

平成29年度 工事費 1,861,913千円（★D17-2-22で配分済み）

平成30年度 工事費 1,494,424千円（★D17-2-26で配分済み）

＜今後のスケジュール＞
・H27.3-4: 仮換地案地権者説明
・H27.4.1: H27包括業務委託契約締結
・H27.  8: 仮換地指定及び工事着手
・H29. 1：造成箇所の一部について使用収益開始

下水道工事範囲（地区全体）

土地区画整理事業施行地区

仙台市蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 設計図



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 17 - 2 - 31

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

全体事業費  245,163（千円）

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

(7)市街地整備事業予定地区のがれき除去・撤去事業

細要素事業名 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 舗装等撤去事業（H31）

＜概要＞
蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業に伴い、不要となる道路舗装版･側溝･地下埋設物等の撤去を行う。

＜事業費＞
工事費（31年度）245,163千円
・舗装版･側溝等撤去 L=3,366m 129,402 千円
・ガス管撤去 L=  642m 6,998 千円
・汚水管撤去 L=1,305m 35,606 千円
・雨水管撤去 L=1,220m 73,157 千円

＜基幹事業＞
・D-17 蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業
津波により甚大な被害を受けた蒲生北部地区の復興にあたり、被災前の住宅と業務系建物が混在する土地利用から、

業務系土地利用への転換が必要となることから、土地区画整理事業により、業務系土地利用にふさわしい都市基盤の
再整備と土地の整理集約を図るもの。

＜基幹事業との関連性＞

本事業は、土地区画整理事業による工事に先立つ準備を行うことにより、事業の迅速かつ円滑な推進に資するもの

である。

＜参考＞
平成27年度 工事費 59,285千円
平成28年度 工事費 483,820千円
平成29年度 工事費 534,823千円
平成30年度 工事費 679,584千円

＜今後のスケジュール＞
・H27.3-4: 仮換地案地権者説明
・H27.4.1: H27包括業務委託契約締結
・H27.  8: 仮換地指定及び工事着手
・H29. 1：造成箇所の一部について使用収益開始

舗装等撤去工事範囲（地区全体）

土地区画整理事業施行地区

仙台市蒲生北部被災市街地復興土地区画整理事業 設計図


